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ご近所で 「いつもと違う」 と気づいたときはお電話ください
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市長は長久手をどんなまちにしたくて、そのために何に取り組もう
としているのか。その想いを市長の語り口でお伝えします。
みなさんと語り合うように、一緒に未来の長久手のことを考えてみ
ましょう。また、市HP【にょぜがもん】もぜひご覧ください。
[ 市HPのトップページから「にょぜがもん」をクリック。 ]
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使用しています。この広報紙の無断転載を禁じます。  視覚障がい者のみなさんにも家族から読んであげてください。
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さみしい…

昭和４１年の春、我が家は、初めて耕運機を買いました。それ以前、田植えはすべて人力で作業するしかなく、他
人の力も借りないと、生活ができない時代でした。ご近所との付き合いを大切にして、ご近所に頭を下げて、互い
に助け合いながら生活をしていました。
耕運機という動力を手に入れたことで、他人の力を借りなくても生活ができるようになりました。効率的で便利

な生活と引き換えに、近所の人に頼んで一緒に作業をする機会は減っていきました。この５０年間、日本中が豊か
さと便利さを求めて、大人達は忙しくなりました。

私事で恐縮ですが、今年に入り、母が亡くなりました。１０３歳でした。亡くなる前の１０年間ほどは、ショートステ
イやデイサービスを利用していましたが、それ以前は、日中、家に一人でした。日中以外は、家族で一緒に過ごし、
朝晩には「行ってくるね」「ただいま」と声を掛けていました。母が亡くなってから、その当時の日記を読んでみると、
「誰もいない。今日も家の中は静かだ。さみしい」「知り合いが亡くなった。さみしい」「世の中、近所が変わってし
まった。さみしい」と毎日のように「さみしい」「さみしい」と書かれていました。
その頃、私は介護施設で働いていました。介護職員に対して、「ここに居る人は、全員さみしい思いをしている。家
族は、なかなか会いに来てくれない。職員は忙しくしていて、話しかけづらい。だから職員から声を掛けてほしい。
相手の目を見て話をしてほしい」といつも話していました。それなのに、自分の母の、日中のさみしさをどうして
あげることもできなかったのを、日記で初めて知りました。ショックでした。

施設に入居している人だけでなく、家族と住んでいても、高齢者のみなさんは、
さみしい思いをされています。高齢者だけでなく、核家族で子育てをしている方
も同じかもしれません。家族だけで、さみしさを紛らわせてあげることが難しいの
であれば、家族以外の人が、声を掛けたり、誘ってみたり、少しずつでもいいので、
できることはないでしょうか。「小学生から『こんにちは』と言われて、うれしかった」
という高齢女性の声も聞いたことがあります。たったそれだけのことでも、さみし
い思いを軽くすることができるのです。

こ
ん
に
ち
は
！

こ
ん
に
ち
は
！

スマ
ート
フォ
ン
で
広報

ながくてを持ち歩こう！App Store

Google Play
「マチイロ」で検索
▶ダウンロード

表紙の写真もう一枚
　「ひな祭り」のひな人形と、一足早く「端午の節句」の
かぶとを作りました。子ども達は、細かい作業にひと苦
労しながらも、保護者のみなさんに手伝ってもらいつ
つ、１時間３０分ほどで完成。楽しみながら、日本の伝統
文化に触れていました。


